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カメラ

アングル釧路丹頂農協女性部通常総会 開催
三
月
十
七
日
、
本
所
で
第
六
回
釧

路
丹
頂
農
協
女
性
部
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
部
員
ほ
か
出
席
者
二
十

七
名
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領

を
朗
唱
し
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、

峯
田
弘
子
部
長
は
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
一
年
が
経
過
し
、
一
日
も
早
い

復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一
年
を
振
り
返
る
と
、
女
性
部
交

流
会
や
青
年
部
合
同
で
の
牛
乳
消
費

拡
大
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
部
員
の
皆
様
方
に

ご
協
力
頂
き
、
消
費
者
と
の
交
流
な

ど
を
交
え
な
が
ら
女
性
部
活
動
を
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
等
厳
し
い
農
業
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、
女
性
の
知
恵
と
力
を

結
集
し
、乗
り
切
っ
て
行
き
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
幌
呂
支
部
の
安
藤
幸

子
さ
ん
が
務
め
、
平
成
23
年
度
事
業

報
告
及
び
平
成
24
年
度
事
業
計
画
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
議
事
は
全
件

承
認
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

釧路丹頂農協酪農振興会 鶴居支部 設立総会開催
三
月
二
十
一
日
、
本
所
で

釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興

会
鶴
居
支
部
並
び
に
幌
呂

支
部
が
解
散
し
、
新
た
に

鶴
居
支
部
の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
は
、
鶴
居

支
部
と
幌
呂
支
部
が
会
員

数
の
減
少
等
に
よ
り
、
両

支
部
が
解
散
し
て
、
組
織

の
強
化
を
図
る
べ
く
両
支

部
が
合
併
し
、
新
た
に
鶴

居
支
部
を
設
立
、
事
業
展

開
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

鶴
居
、
幌
呂
地
区
か
ら

代
議
員
十
九
名
が
出
席
し
、

議
長
に
鶴
居
地
区
の
瀬
川

貴
志
さ
ん
が
務
め
、
規
約

の
承
認
、
役
員
の
選
任
、

平
成
24
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
の
設
定
、

会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方

法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
案
は
全
件
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
は
、
支
部

長
・
竹
中
憲
之
さ
ん
、
副

支
部
長
・
折
笠
文
則
さ
ん

に
決
定
し
ま
し
た
。
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三
月
二
十
二
日
、
本
所
で
第

六
回
釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
部
員
ほ
か

出
席
者
三
十
六
名
全
員
で
Ｊ
Ａ

青
年
組
織
綱
領
を
朗
唱
し
ま
し

た
。
菱
沼
和
也
部
長
か
ら
、「
東

日
本
大
震
災
が
大
き
な
震
災
で

あ
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
わ
さ
れ

た
年
で
し
た
が
、
私
達
青
年
部

と
し
て
も
、
出
来
る
限
り
の
支

援
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
酪
農
を
取
り
巻
く
情

勢
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
盟
友

が
結
束
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

事
が
大
切
で
、
今
後
も
牛
乳
の

消
費
拡
大
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。」と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
音
白
支
部
の
大

坂
隼
人
さ
ん
が
選
出
さ
れ
議
事

を
進
行
し
、
平
成
23
年
度
事
業

報
告
並
び
に
平
成
24
年
度
事
業

計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
案
は
全
件
承
認
さ
れ
、
盛
会

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

釧路丹頂農協青年部通常総会 開催

釧路丹頂農協乳牛改良同志会定期総会 開催

三
月
二
十
二
日
、
本
所
で
第

六
回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良

同
志
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
瀧
澤
一
成

会
長
は
「
一
年
を
振
り
返
る
と
、

全
国
共
進
会
の
延
期
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
方
々
の
事
を
考
え

る
と
、
共
進
会
に
参
加
出
来
る

事
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
酪
農

業
界
は
明
る
い
話
題
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
方
の

協
力
を
得
ま
し
て
、
今
後
と
も

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

乳
牛
改
良
同
志
会
鶴
居
支
部

及
び
西
部
支
部
か
ら
二
十
一
名

の
会
員
が
出
席
し
、
議
長
に
西

部
支
部
の
松
田
浩
二
さ
ん
が
務

め
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
平
成

24
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
議

案
は
全
件
承
認
さ
れ
、
盛
会
裡

に
終
了
し
ま
し
た
。
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チャレンジ60「946運動」酪農シンポジウム 開催

講演「ＴＰＰ最新情勢と政局・農政・酪農の行方」

講師：ＪＡ北海道中央会
　　　根釧支所 主幹
　　　熊谷 知之 氏

三
月
二
十
三
日
、
釧
路
全
日
空
ホ
テ
ル
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
酪
農
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
、
釧
路
農
業
協

同
組
合
連
合
会
主
催
で
行
な
わ
れ
た
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
管
内
の
酪
農
家
及
び
各
関
係

機
関
か
ら
約
百
七
十
名
が
参
加
し
、
当
Ｊ
Ａ
か

ら
組
合
員
・
職
員
合
わ
せ
て
十
九
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所
主
幹

熊
谷
知
之
氏
に
よ
る
、「
生
産
効
率
を
高
め
る

ア
メ
リ
カ
酪
農
の
現
状
」
と
題
し
、
２
０
１
１

海
外
酪
農
研
修
視
察
実
施
報
告
が
行
な
わ
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
の
研
修
生
と

視
察
し
た
７
農
場
に
つ
い
て
、
経
営
概
況
及
び

各
農
場
の
特
徴
な
ど
、
優
良
農
場
に
つ
い
て
の

視
察
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、日
本
農
業
新
聞
論
説
委
員
室
長

伊
本
克
宜
氏
に
よ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
最
新
情
勢
と
政

局
・
農
政
・
酪
農
の
行
方
」
と
題
し
た
講
演
が

行
な
わ
れ
、
異
常
協
定
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
内
部

の
実
情
及
び
政
局
の
行
方
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、

他
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
生
命
産
業
で
あ
る

酪
農
の
意
義
な
ど
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
多
面
的
に
と
ら

え
た
解
り
や
す
い
説
明
を
受
け
、
大
変
意
義
の

あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　

※ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
60
「
９
４
６
運
動
」
と
は
、

①
乳
量
９
千
㎏
／
頭
以
上
②
牧
草
４
千
㎏

／
10
ａ
以
上
③
牛
乳
生
産
コ
ス
ト
60
円
／

㎏
以
下
を
目
標
に
酪
農
経
営
の
効
率
化
を

目
指
し
、
管
内
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

運
動
で
す
。

海外酪農研修事業実施報告

講師：日本農業新聞論説
　　　委員室長
　　　伊本 克宜 氏
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ご結婚おめでとうございます。
鶴居村
上幌呂

３月31日
挙式

冨坂　隆志さん
　　　梨佳さん・旧姓（横田）
　　　出身：釧路市

平成24年３月にご結婚された組合員の方々をご紹介致します。

白糠町
御仁田

３月24日
挙式

對木　隆司さん
　　　美貴子さん・旧姓（高石）
　　　出身：広島県広島市

音別町
川　西

３月24日
挙式

佐藤　健一さん
　　　幸恵さん・旧姓（佐藤）
　　　出身：釧路町

理　事　会　報　告
3月定例理事会　平成24年3月31日（土）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部審査の結果について
４．２月末(決算)財務状況について
５．自己査定結果について
６．事業の実施処理状況について
７．経営定期点検の実施結果について
８．平成23年度事業報告及び決算概要(見込)について

付議事項 
議案第１号　平成24年度(第７年度)事業計画の設定について
議案第２号　平成24年度諸利率・料率の設定について
議案第３号　貸付金の利率の最高限度について
議案第４号　第６回通常総会の招集および提出議案について
議案第５号　議決権行使書面の取扱いについて

議案第６号　信用の供与等の最高限度額設定について
議案第７号　理事に対する資金の貸付について
議案第８号　役員と組合との取引基準の決定について
議案第９号　大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第10号　余裕金預入金融機関の決定について
議案第11号　釧路市農業委員会委員の選任について
議案第12号　 子会社の代表取締役候補者及び取締役候補者の

選任について
議案第13号　個人情報保護統括管理者の選任について
議案第14号　諸規程の一部変更について
議案第15号　 平成24年度コンプライアンス・プログラムの設

定について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．春季地区別懇談会の開催について
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

乾
乳
期
間
は
次
の
泌
乳
へ
向
け
た
休

息
期
間
で
す
。
飼
養
管
理
を
し
っ
か
り

行
い
、
分
娩
前
後
の
事
故
を
少
な
く
過

ご
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

乾
乳
牛
の
管
理
方
法
改
善
へ
向
け
て

今
一
度
見
直
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

一　
乾
乳
期
間
の
必
要
性

乾
乳
期
間
は
、
乳
腺
組
織
と
ル
ー
メ

ン
絨
毛
を
休
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
次

の
泌
乳
へ
向
け
た
準
備
を
し
ま
す
。

乾
乳
期

は
三
つ
の

期
間
か
ら

な
っ
て
い

て（
図
１
）、

55
〜
60
日

間
が
一
般

的
で
す
。

三
産
以
上

の
高
泌
乳

牛
で
は
45

日
間
で
も

乳
期
乳
量

に
問
題
が

な
い
と
い

わ
れ
て
い

ま
す
。

●
第
一
期
間
：
搾
乳
休
止
に
よ
り
乳
腺

組
織
の
退
縮
が
始
ま
り
、
30
日
で
完
全

に
停
止
し
ま
す
。
粗
飼
料
主
体
の
エ
サ

で
ル
ー
メ
ン
の
絨
毛
が
短
く
な
り
ま
す
。

●
第
二
期
間
：
乳
腺
組
織
に
と
っ
て
真

の
休
息
期
間
で
す
。

●
第
三
期
間
：
分
娩
の
約
一
五
〜
二
〇

日
前
か
ら
、
乳
腺
組
織
の
再
生
と
乳
腺

内
で
初
乳
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

泌
乳
期
間
に
増
給
さ
れ
る
濃
厚
飼
料

に
向
け
て
ル
ー
メ
ン
絨
毛
を
発
達
さ
せ

る
期
間
で
す
。

二　
飼
養
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

乾
乳
期
間
は
、
子
宮
内
の
胎
児
は
急

速
に
大
き
く
な
り
、
体
が
重
く
動
き
が

鈍
く
な
っ
て
き
ま
す
。
子
宮
に
圧
迫
さ

れ
た
ル
ー
メ
ン
の
容
積
を
保
ち
な
が
ら
、

分
娩
後
も
食
い
込
め
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
ト
レ
ス

を
少
な
く
し
た
り
、
乾
物
摂
取
量
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

牛
床
は
寝
起
き
を
し
や
す
く

●
牛
床
マ
ッ
ト
の
導
入
や
敷
料
を
多
め

に
投
入
す
る
こ
と
で
、
滑
ら
な
い
・
乾

い
た
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
い
牛
床
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
牛
床
が
短
け
れ
ば
ス
ノ
コ
を
利
用
し

た
り
、
牛
床
延
長
の
改
善
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
自
由
な
寝
起
き
や
休
息
の
た
め
に
、

タ
イ
ス
ト
ー
ル
へ
改
善
す
る
こ
と
も
方

法
で
す
。

い
つ
で
も
水
が
飲
め
る

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
や
水
槽
内
の
ゴ

ミ
は
取
り
除
い
て
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

● 

吐
水
量
の
確
認
も
必
要
で
す
。

換
気
を
良
く
す
る

●
窓
を
開
け
、
外
の
新
鮮
な
空
気
を
牛

舎
内
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

扇
風
機
を
利
用
し
た
暑
さ
対
策
や
湿

気
を
抜
き
な
が
ら
の
寒
冷
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

給
与
飼
料
の
見
直
し

良
質
な
粗
飼
料
を
準
備
し
て
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
し
か
し
、
乾
乳
期
に
カ
ル

シ
ウ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
か
っ

た
り
、
過
肥
に
つ
な
が
る
栄
養
濃
度
の

高
い
エ
サ
を
給
与
す
る
と
、
分
娩
後
に

さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
つ
な
ぎ
牛
舎
で
は
搾
乳
牛
と
区

別
し
て
飼
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
エ
サ
準
備

●
よ
だ
れ
な
ど
で
汚
れ
た
エ
サ
は
取
り

除
い
て
、
で
き
る
だ
け
新
鮮
な
エ
サ
を

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
給
与
回
数
・
エ
サ

押
し
の
回
数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

盗
食
防
止
対
策

●
乾
乳
牛
の
み
固
め
て
飼
え
る
専
用
の

場
所
を
用
意
す
る
。

●
一
頭
分
の
牛
床
を
空
け
て
繋
い
だ
り
、

飼
槽
側
に
仕
切
り
を
つ
け
る
。

（
平
成
二
四
年
三
月
作
成
）

乾乳 分娩

第１期間
約30日

第２期間
第３期間
約15～20日

55～60日間

写真１　寝起きがしやすいつなぎの改善例

写真２　盗食防止柵の設置

図１　乾乳期の３つの期間

大
切
な
乾
乳
期
間
の

飼
養
管
理

つ
な
ぎ
飼
い
で
の

飼
養
環
境
の
見
直
し
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ＪＡ北海道厚生連からのお知らせ

お勧めします
１）運動量が減る
２）体温が下がる
３）摂取カロリーが増える
食欲がない時や疲れを感じる時など
健康維持を心掛けている方は継続的
にお飲みください
高知県産黄金生姜・土佐一生姜にレモン果汁・黒
糖を使用した商品。冷えた体がぽっかぽかになる
飲料です。飲み方はいろいろ試してください。
色々なアイデアで料理に使うのも絶品！

500㎖ 1,985円
1,000㎖ 2,940円

肥満三大条件にお悩みの方に
2～5倍
　に希釈

生姜のちからの豚肉カレーピカタ（２人分）
材　料
豚ロース肉（薄切り）４枚、小麦粉　適量、卵　１個

調味料
フジスコ生姜のちから　大さじ1、塩　適量、
こしょう　適量、カレー粉 適量、サラダ油 適量
①　豚肉の筋を包丁で切り、生姜のちからをかけ、5～10分間置く。
②　 ①で置いた豚肉に塩・こしょう・カレー粉を両面にかけ、小麦粉
をまぶして卵をつける。

③　フライパンにサラダ油を熱し、両面を中火で焼く。
④　お好みで野菜等を添え、お皿に盛り合わせる。

製品のお求めは、お近くのJA配置薬推進員へ
石 田 智 志 (鶴居・幌呂) ☎090－5951－1874
谷 田 将 信 (白糠・音別) ☎090－3779－6979

6
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  酪農シンポジウムに出席し、熊谷知之氏の酪農研修報告を聞いて、各視察農場先では
基本を忠実に実践し、生産効率を高めており大変勉強になりました。また、伊本克宜
氏の講演では、TPPの最新情勢等について学び、今後もその動向が注目されます。

□  四月に入り雪解けも進み、春の農作業へ向けて、準備が進んでいると思います。農作
業については、安全第一を心掛けるとともに、交通事故防止の徹底に努めましょう。

辞 令 発 令 氏　　名 新 所 属 旧 所 属

平成24年4月1日付
小 泉 　 聡 幌呂支所長 兼 幌呂支所牧場課長 幌呂支所長

岡 田 良 広 幌呂支所　牧場課考査役 幌呂支所　牧場課長

■平成23年度 　生乳生産実績（3月）
月計乳量（kg） 3月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,728,983.8 101.3 100,137,442.7 99.1
（鶴居地区） 2,898,411.5 104.9 33,239,796.1 100.7
（幌呂地区） 2,336,925.0 99.6 26,803,189.2 98.1
（白糠地区） 1,989,283.0 95.6 23,245,350.2 96.7
（音別地区） 1,504,364.3 105.4 16,849,107.2 100.9

管 内 計 45,769,059.0 100.5 533,946,013.1 99.8
（前年度管内計） 45,558,146.9 535,197,017.5

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年4月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２２０
初　　　　妊 ５５０～５３０ ５３０～５００

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　　～　　　３２０
４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　　～　　　２７０

初生とく  24年4月9日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ８５０円/kg

４０kg～４４kg ７５０円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年3月13日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 595頭 724,500 215,250 401,721 284 1,414 
去勢 747頭 633,150 90,300 484,189 302 1,605 

（提供／ホクレン帯広支所）

新 入 職 員 の 紹 介

■所属部署／営農部 家畜改良課 家畜改良係
■年　　齢／20歳
■出 身 地／天塩郡天塩町
■  出 身 校／ 遠別農業高校（Ｈ22年卒）

北海道立農業大学校（Ｈ24年卒）
■趣　　味／ バドミントン、ＤＶＤ鑑賞（映画、ドラマ、

ライブ）、テレビでの相撲観戦、機械操作
（重機、トラクター）

■特　　技／スポーツ(球技、陸上競技)、機械作業(農作業)

南
なん

條
じょう

正
まさ

貴
き

■組合員の皆さんへ一言
　　 はじめまして。４月から営農部家畜改良課

家畜改良係に配属の南條正貴と申します。
社会人１年目で、知識や技術、社会人とし
ても、まだまだ未熟なもので皆様にはご迷
惑などおかけするかと思います。１日でも
早く一人前になれるよう日々努力し、皆様
のご期待に応えられるよう頑張りますので
よろしくお願い致します。


